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1. はじめに 

近年，我が国では気候変動に伴う降雨の激甚化・頻発化が進行しており，従来の河川改修を中心とした治水対策だけで

は洪水リスクへの対応が困難になりつつある．このため，流域全体で洪水を受け止める「流域治水」が推進されており，

自然環境の機能を活用するグリーンインフラへの期待が高まっている．関東地方に多く分布する谷津地形は，谷底部に

湿地や水田を有することから洪水時の一時貯留空間として機能し 1)，近年増加している耕作放棄水田の活用も期待され

ている．これまでに谷津地形や耕作放棄水田を対象とした研究では，洪水ピーク流量の低減効果や，畔や堤防条件 2),3)，

谷津田の整備状況 4)，盛土による貯留効果 5)，さらには田んぼダムの最適配置 6)などが検討されており，貯留・遊水条件

の重要性が示されている．一方で，河川水を意図的に導入した場合の水位低減効果，特に導排水位置の違いが洪水緩和

効果に及ぼす影響については十分に検討されていない．そこで本研究では，1 つの貯留エリアを対象として，堤内への

導排水位置の違いによる河川水位の変化を明らかにするとともに，堤内地での貯留量に着目し，効果的な導排水位置に

ついて検討する． 

 

2. 手法 

(1) 解析対象地 

 本研究では谷津地形が広く分布する利根川水系高崎川を対象河川としている．この流域では近年耕作放棄地が増加し

ており，現在では約 9割が耕作放棄地である． 

(2) 平面二次元非定常流モデルを用いた解析 

本研究では平面二次元非定常流モデルを用いて解析を行なった．地形データには国土地理院より入手した 5m格子の

DEM を用いた（図１）．解析時間を 48 時間とし，RRIモデルで 2019 年 10月 25日 0 時から 26日 24 時までの 48 時間

雨量（流域平均総雨量約 240mm）を用いて計算された流量を，平面二次元解析の上流端に与えた．また，対象とした

貯留エリアでのみ溢水するように堤防条件を設定した．粗度については今井ら 2)を参考に 0.03s/m1/3を設定した． 

(3) 解析フロー 

適切な導排水位置を検討するため，図 1 に示した盛土間の貯留エリアに着目して解析を行なった．このエリア内の

堤防を1メッシュずつ変化させ，堤内地に河川水を引き入れる．併せて，解析毎に下流の水位評価地点におけるピー

ク水位を算出する．さらに堤内での貯留量を算出し，貯留エリア最下流端から対象とした堤防までの距離との関係を

整理する．また，本研究では右岸側の堤内貯留エリアの結果を用いた． 

 

図 1 解析対象地（水色エリア：対象貯留エリア，赤丸：水位評価点） 
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3. 結果 

 導水位置の変更に伴う河川ピーク水位と堤内地の最大

貯留量の比較を図 2 に示す．図 2 の上の散布図は導水位置と

水位評価地点での河川ピーク水位の変化を表している．また，

グラフ中の緑色で示した横線は堤内地に河川水を引き入れな

かった時の水位である．この図より，導流位置が上流になるに

つれて水位の低減効果は大きくなることが示された．次に，図

２の下のグラフは導流位置と堤内の最大貯留量を示している．

この図より，堤内への流入場所が上流に移動するにつれて堤内

の最大貯留量は増加していく傾向にあることが示された．ま

た，ピーク水位の低減と堤内地の貯留量の関係は，距離が 500 

m を超えたところで変化しており，適切な導流位置を設定する

ことの必要性が示された．上流側で貯留することが河川水位の

低減のために効果的であることは示されたが，その関係性は堤

内地の地形や勾配の影響などによって変化するため，様々な導

流条件を変えた検討が必要であると考えられる．  

4. おわりに 

 本研究は利根川水系高崎川を対象に，貯留エリア内の導排水位置が河川水位に与える影響について研究を行った．結

果として，貯留エリアの中でもより上流部からの流入がピーク水位の低減には効果的であることを示した．一方で河川

の流下方向を考慮せずに堤内への導排水をした場合，上流部からの流入であっても堤内での貯留容量は大きくならない

ことも明らかとなった．したがって，流下方向や貯留エリアの確保を同時に考えることで，より大きな水位低減効果が

得られると考える．本研究では対象とした貯留エリアは 1 か所であると同時に右岸側の堤内地状況を扱っている．また，

対象とした降雨は 2019 年の 1 ケースのみである．よって，ほかの貯留エリアや流入条件，降雨条件を考えることによ

り，河川水位低減効果の一般性を評価することが今後の課題である． 
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図図  ２２ 導導水水位位置置のの変変更更にに伴伴うう河河川川ピピーークク水水位位とと堤堤

内内地地のの最最大大貯貯留留量量のの比比較較  
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